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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 管 腔 内 に 留 置 さ れ る 管 状 留 置 具 を 搬 送 す る た め の カ テ ー テ ル で あ っ て 、
　 シ ー ス と 、
　 前 記 シ ー ス 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ た 長 尺 の 軸 状 部 材 と 、
　 前 記 軸 状 部 材 に 前 記 軸 方 向 に 離 間 し て 複 数 配 置 さ れ 、 前 記 シ ー ス 内 に て 径 方 向 に 収 縮 状  
態 の 前 記 管 状 留 置 具 を 前 記 軸 方 向 に 位 置 決 め 可 能 な ガ イ ド リ ブ と 、
　 前 記 管 状 留 置 具 が 前 記 シ ー ス か ら 放 出 さ れ た 状 態 で 前 記 管 状 留 置 具 の 前 記 軸 方 向 の 少 な  
く と も 一 部 分 を 収 縮 状 態 に 維 持 す る 線 状 部 材 と 、 を 備 え 、
　 複 数 の 前 記 ガ イ ド リ ブ は 、
　 前 記 軸 方 向 に 直 交 す る 断 面 に お い て 、 前 記 ガ イ ド リ ブ の 外 接 円 に 対 し て 偏 心 し て 設 け ら  
れ 、 前 記 軸 状 部 材 が 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と 、
　 前 記 線 状 部 材 が 挿 通 さ れ る ガ イ ド 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 軸 状 部 材 に 対 し て 、 周 方 向 に 互 い に 変 位 し て 配 置 さ れ て い る 、
　 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の 前 記 ガ イ ド リ ブ の う ち の 一 の ガ イ ド リ ブ は 複 数 の 前 記 ガ イ ド 部 を 有 し 、
　 複 数 の 前 記 ガ イ ド リ ブ の う ち の 他 の ガ イ ド リ ブ は 、 前 記 一 の ガ イ ド リ ブ の 複 数 の 前 記 ガ  
イ ド 部 の 相 対 的 な 位 置 関 係 に 基 づ い て 、 前 記 一 の ガ イ ド リ ブ に 対 す る 周 方 向 の 変 位 角 が 規  
定 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 他 の ガ イ ド リ ブ は 複 数 の 前 記 ガ イ ド 部 を 有 し 、
　 前 記 一 の ガ イ ド リ ブ 及 び 他 の ガ イ ド リ ブ は 、 複 数 の 前 記 ガ イ ド 部 の う ち の 少 な く と も 一  
つ が 前 記 軸 方 向 に お い て 重 な り 、 他 の 前 記 ガ イ ド 部 が 前 記 軸 方 向 に お い て 重 な ら な い よ う  
に 配 置 さ れ て い る 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 複 数 の 前 記 線 状 部 材 を 備 え 、
　 前 記 ガ イ ド リ ブ は 、 複 数 の 前 記 線 状 部 材 の 数 と 同 じ 数 の 前 記 ガ イ ド 部 を 有 し 、
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　 近 位 側 に 配 置 さ れ る 前 記 ガ イ ド リ ブ ほ ど 、 前 記 ガ イ ド 部 に 挿 通 さ れ る 前 記 線 状 部 材 の 数  
が 多 い 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の 前 記 ガ イ ド リ ブ は 、 同 一 の 構 造 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 線 状 部 材 は 、 １ 本 の 拘 束 紐 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 拘 束 紐 は 、 前 記 管 状 留 置 具 の 周 面 部 に 第 １ の 巻 回 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 第 １ 屈 曲  
部 形 成 部 と 、 前 記 周 面 部 に 前 記 第 １ の 巻 回 方 向 と 逆 方 向 の 第 ２ の 巻 回 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ  
れ る 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 と を 、 当 該 拘 束 紐 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 軸 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 複 数  
有 し 、
　 前 記 複 数 の 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 の う ち 、 一 の 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 に よ り 形 成 さ れ た 第 １ 屈 曲  
部 の 内 側 に 、 当 該 一 の 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 と 軸 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 に よ り  
形 成 さ れ た 第 ２ 屈 曲 部 が 通 さ れ る こ と で 第 １ 締 結 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 の う ち 、 一 の 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 に よ り 形 成 さ れ た 第 ２ 屈 曲  
部 の 内 側 に 、 当 該 一 の 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 と 軸 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 に よ り  
形 成 さ れ た 第 １ 屈 曲 部 が 通 さ れ る こ と で 第 ２ 締 結 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ 締 結 部 及 び 前 記 第 ２ 締 結 部 が 前 記 軸 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 配 置 さ れ る こ と に よ り  
、 前 記 管 状 留 置 具 の 中 央 部 が 拘 束 さ れ 、
　 前 記 拘 束 紐 の 一 端 又 は 他 端 が 前 記 軸 方 向 に 沿 っ て 牽 引 さ れ る こ と で 、 前 記 中 央 部 に 配 置  
さ れ た 前 記 第 １ 締 結 部 及 び 前 記 第 ２ 締 結 部 が 順 次 解 放 さ れ 、 前 記 管 状 留 置 具 の 拘 束 が 解 除  
さ れ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 拘 束 紐 は 、 前 記 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 と 軸 方 向 に 隣 り 合 い 、 前 記 第 ２ の 巻 回 方 向 に 沿 っ  
て 配 置 さ れ る 仮 止 め 用 屈 曲 部 形 成 部 を 有 し 、
　 前 記 管 状 留 置 具 に お け る 前 記 軸 方 向 の 両 端 部 の う ち 、 少 な く と も 一 方 の 端 部 に お い て 、  
前 記 第 １ 締 結 部 を 形 成 し た 前 記 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 の 前 記 第 ２ 屈 曲 部 の 内 側 に 、 前 記 仮 止 め  
用 屈 曲 部 形 成 部 の 仮 止 め 用 屈 曲 部 が 通 さ れ る こ と で 仮 止 め 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 拘 束 紐 の 一 端 又 は 他 端 が 前 記 軸 方 向 に 沿 っ て 牽 引 さ れ る こ と で 、 前 記 仮 止 め 部 が 解  
放 さ れ る 、
　 請 求 項 ６ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 生 体 管 腔 内 に 留 置 さ れ る 管 状 留 置 具 と 、
　 前 記 管 状 留 置 具 を 前 記 生 体 管 腔 内 に 搬 送 す る た め の カ テ ー テ ル と 、 を 備 え る 搬 送 シ ス テ  
ム で あ っ て 、
　 前 記 カ テ ー テ ル は 、
　 シ ー ス と 、
　 前 記 シ ー ス 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ た 長 尺 の 軸 状 部 材 と 、
　 前 記 軸 状 部 材 に 前 記 軸 方 向 に 離 間 し て 複 数 配 置 さ れ 、 前 記 シ ー ス 内 に て 径 方 向 に 収 縮 状  
態 の 前 記 管 状 留 置 具 を 前 記 軸 方 向 に 位 置 決 め 可 能 な ガ イ ド リ ブ と 、
　 前 記 管 状 留 置 具 が 前 記 シ ー ス か ら 放 出 さ れ た 状 態 で 前 記 管 状 留 置 具 の 前 記 軸 方 向 の 少 な  
く と も 一 部 分 を 収 縮 状 態 に 維 持 す る 線 状 部 材 と 、 を 備 え 、
　 複 数 の 前 記 ガ イ ド リ ブ は 、
　 前 記 軸 方 向 に 直 交 す る 断 面 に お い て 、 前 記 ガ イ ド リ ブ の 外 接 円 に 対 し て 偏 心 し て 設 け ら  
れ 、 前 記 軸 状 部 材 が 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と 、
　 前 記 線 状 部 材 が 挿 通 さ れ る ガ イ ド 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 軸 状 部 材 に 対 し て 、 周 方 向 に 互 い に 変 位 し て 配 置 さ れ て い る 、
　 搬 送 シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 生 体 管 腔 内 に 留 置 さ れ る 管 状 留 置 具 を 搬 送 す る た め の カ テ ー テ ル で あ っ て 、
　 シ ー ス と 、
　 前 記 シ ー ス 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ー が 挿 通 さ れ る 第 １ ガ イ ド  
部 を 有 す る 長 尺 の 軸 状 部 材 と 、
　 前 記 管 状 留 置 具 が 前 記 シ ー ス か ら 放 出 さ れ た 状 態 で 前 記 管 状 留 置 具 の 前 記 軸 方 向 の 少 な  
く と も 一 部 分 を 収 縮 状 態 に 維 持 す る 線 状 部 材 と 、 を 備 え 、
　 前 記 軸 状 部 材 は 、
　 そ の 軸 方 向 の 一 部 分 に 設 け ら れ 、 前 記 シ ー ス 内 に て 径 方 向 に 収 縮 状 態 の 前 記 管 状 留 置 具  
が 軸 方 向 に 位 置 決 め さ れ た 状 態 で 配 設 さ れ る 位 置 決 め 部 と 、
　 前 記 線 状 部 材 が 挿 通 さ れ る 第 ２ ガ イ ド 部 と 、 を 有 す る カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ ガ イ ド 部 は 、 前 記 軸 状 部 材 の 内 側 に 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た ガ イ ド 孔 を 含 む  
請 求 項 ９ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 軸 状 部 材 は 、 前 記 ガ イ ド 孔 に 挿 通 さ れ た 前 記 線 状 部 材 を 前 記 軸 状 部 材 の 外 側 に 引 き  
出 す た め の 引 出 部 を さ ら に 有 す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ ガ イ ド 部 は 、 前 記 軸 状 部 材 の 外 側 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 ９ に 記 載 の カ テ ー テ  
ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 位 置 決 め 部 は 、 前 記 軸 状 部 材 と は 異 な る 他 の 部 材 に 比 較 し て 、 前 記 管 状 留 置 具 に 対  
す る 摩 擦 力 が 大 き い 請 求 項 ９ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 位 置 決 め 部 は 、 前 記 軸 状 部 材 の 外 周 面 部 よ り 径 方 向 外 側 に 突 出 し 、 前 記 管 状 留 置 具  
の 骨 格 と 軸 方 向 に 並 ん で 設 け ら れ る 突 出 部 を 含 む 請 求 項 ９ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 軸 状 部 材 の 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 設 け ら れ 、
　 前 記 複 数 の 突 出 部 ど う し の 間 に 前 記 管 状 留 置 具 の 骨 格 を 配 置 可 能 に な っ て い る 請 求 項 １  
４ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 線 状 部 材 は 、 １ 本 の 拘 束 紐 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 拘 束 紐 は 、 前 記 管 状 留 置 具 の 周 面 部 に 第 １ の 巻 回 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 第 １ 屈 曲  
部 形 成 部 と 、 前 記 周 面 部 に 前 記 第 １ の 巻 回 方 向 と 逆 方 向 の 第 ２ の 巻 回 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ  
れ る 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 と を 、 当 該 拘 束 紐 の 一 端 側 か ら 他 端 側 に 軸 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 複 数  
有 し 、
　 前 記 複 数 の 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 の う ち 、 一 の 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 に よ り 形 成 さ れ た 第 １ 屈 曲  
部 の 内 側 に 、 当 該 一 の 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 と 軸 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 に よ り  
形 成 さ れ た 第 ２ 屈 曲 部 が 通 さ れ る こ と で 第 １ 締 結 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 複 数 の 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 の う ち 、 一 の 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 に よ り 形 成 さ れ た 第 ２ 屈 曲  
部 の 内 側 に 、 当 該 一 の 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 と 軸 方 向 に 隣 り 合 う 前 記 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 に よ り  
形 成 さ れ た 第 １ 屈 曲 部 が 通 さ れ る こ と で 第 ２ 締 結 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ 締 結 部 及 び 前 記 第 ２ 締 結 部 が 前 記 軸 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 配 置 さ れ る こ と に よ り  
、 前 記 管 状 留 置 具 の 中 央 部 が 拘 束 さ れ 、
　 前 記 拘 束 紐 の 一 端 又 は 他 端 が 前 記 軸 方 向 に 沿 っ て 牽 引 さ れ る こ と で 、 前 記 中 央 部 に 配 置  
さ れ た 前 記 第 １ 締 結 部 及 び 前 記 第 ２ 締 結 部 が 順 次 解 放 さ れ 、 前 記 管 状 留 置 具 の 拘 束 が 解 除  
さ れ る 、
　 請 求 項 ９ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 拘 束 紐 は 、 前 記 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 と 軸 方 向 に 隣 り 合 い 、 前 記 第 ２ の 巻 回 方 向 に 沿 っ  
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て 配 置 さ れ る 仮 止 め 用 屈 曲 部 形 成 部 を 有 し 、
　 前 記 管 状 留 置 具 に お け る 前 記 軸 方 向 の 両 端 部 の う ち 、 少 な く と も 一 方 の 端 部 に お い て 、  
前 記 第 １ 締 結 部 を 形 成 し た 前 記 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 の 前 記 第 ２ 屈 曲 部 の 内 側 に 、 前 記 仮 止 め  
用 屈 曲 部 形 成 部 の 仮 止 め 用 屈 曲 部 が 通 さ れ る こ と で 仮 止 め 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 拘 束 紐 の 一 端 又 は 他 端 が 前 記 軸 方 向 に 沿 っ て 牽 引 さ れ る こ と で 、 前 記 仮 止 め 部 が 解  
放 さ れ る 、
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 生 体 管 腔 内 に 留 置 さ れ る 管 状 留 置 具 と 、
　 前 記 管 状 留 置 具 を 搬 送 す る た め の カ テ ー テ ル と 、 を 備 え る 搬 送 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 カ テ ー テ ル は 、
　 シ ー ス と 、
　 前 記 シ ー ス 内 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ー が 挿 通 さ れ る 第 １ ガ イ ド  
部 を 有 す る 長 尺 の 軸 状 部 材 と 、
　 前 記 管 状 留 置 具 が 前 記 シ ー ス か ら 放 出 さ れ た 状 態 で 前 記 管 状 留 置 具 の 前 記 軸 方 向 の 少 な  
く と も 一 部 分 を 収 縮 状 態 に 維 持 す る 線 状 部 材 と 、 を 備 え 、
　 前 記 軸 状 部 材 は 、
　 そ の 軸 方 向 の 一 部 分 に 設 け ら れ 、 前 記 シ ー ス 内 に て 径 方 向 に 収 縮 状 態 の 前 記 管 状 留 置 具  
が 軸 方 向 に 位 置 決 め さ れ た 状 態 で 配 設 さ れ る 位 置 決 め 部 と 、
　 前 記 線 状 部 材 が 挿 通 さ れ る 第 ２ ガ イ ド 部 と 、 を 有 す る 搬 送 シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 変 換 手 段 ２ ０ は 、 大 腸 ス テ ン ト ２ が シ ー ス １ １ か ら 放 出 さ れ た 状 態 で 、 大 腸 ス テ ン ト ２  
の 軸 方 向 の 少 な く と も 一 部 分 （ 例 え ば 、 図 ４ Ｂ に 示 す 第 ３ ス テ ン ト 部 分 ２ Ｃ 等 ） を 収 縮 状  
態 に 維 持 す る と と も に 、 当 該 一 部 分 を 収 縮 状 態 か ら 拡 張 状 態 に 変 換 可 能 な 構 成 を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ に 示 す 例 で は 、 拘 束 紐 ２ １ は 、 大 腸 ス テ ン ト ２ の 一 部 分 （ 例 え ば 、 図 ４ Ｂ に 示 す 第  
３ ス テ ン ト 部 分 ２ Ｃ 等 ） の 外 周 面 に 、 例 え ば 、 一 回 転 ご と に 屈 曲 し て 巻 回 方 向 が 逆 向 き と  
な る よ う に 巻 回 さ れ て い る 。 一 方 、 保 持 ワ イ ヤ ー ２ ２ は 、 大 腸 ス テ ン ト ２ の 軸 方 向 に 沿 う  
よ う に 配 置 さ れ 、 拘 束 紐 ２ １ に 形 成 さ れ た 屈 曲 部 Ｂ と 係 合 し て い る 。 す な わ ち 、 拘 束 紐 ２  
１ は 、 そ れ 自 体 で は 巻 回 状 態 を 保 持 で き な い 態 様 で 巻 回 さ れ て お り 、 保 持 ワ イ ヤ ー ２ ２ と  
係 合 す る こ と に よ っ て 脱 落 不 能 に 保 持 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 拘 束 紐 ２ １ と 保 持 ワ イ ヤ  
ー ２ ２ と の 係 合 が 解 除 さ れ る と 、 拘 束 紐 ２ １ は 、 大 腸 ス テ ン ト ２ か ら 自 然 に 脱 落 す る 。 そ  
の 結 果 、 大 腸 ス テ ン ト ２ の 一 部 分 は 、 収 縮 状 態 か ら 解 放 さ れ 拡 張 状 態 に 移 行 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 隣 り 合 う ２ つ の ガ イ ド 部 ５ ０ の 相 対 的 な 位 置 関 係 は 、 同 じ で あ る 。 つ ま り 、 左 ガ  
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イ ド 部 ５ ０ Ｌ と 中 ガ イ ド 部 ５ ０ Ｍ の 相 対 的 な 位 置 関 係 と 、 中 ガ イ ド 部 ５ ０ Ｍ と 右 ガ イ ド 部
５ ０ Ｒ の 相 対 的 な 位 置 関 係 は 同 じ で あ る 。 図 ３ に 示 す ガ イ ド リ ブ ３ ０ で は 、 隣 り 合 う ガ イ  
ド 部 ５ ０ は 、 中 心 Ｏ に 関 し て ４ ５ ° 回 転 し た 位 置 関 係 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 同 一 構  
造 を 有 す る 複 数 の ガ イ ド リ ブ ３ ０ を 、 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ １ ２ に 対 し て 、 周 方 向 に 互 い に 変  
位 し て 配 置 す る 場 合 に 、 複 数 の 変 換 手 段 ２ ０ を 平 行 に 保 持 す る こ と が で き 、 複 数 の 変 換 手  
段 ２ ０ が 互 い に 干 渉 す る の を 防 止 で き る 。 特 に 、 ガ イ ド 部 ５ ０ が 軸 方 向 に 重 な る よ う に 配  
置 す る 場 合 、 変 換 手 段 ２ ０ は 軸 方 向 に も 平 行 と な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ ～ 第 ３ 変 換 手 段 ２ ０ Ａ ～ ２ ０ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ ～ 第 ３ 拘 束 紐 ２ １ Ａ ～ ２ １ Ｃ 及  
び 第 １ ～ 第 ３ 保 持 ワ イ ヤ ー ２ ２ Ａ ～ ２ ２ Ｃ を 有 す る 。 な お 、 図 ４ Ｂ で は 、 第 １ ～ 第 ３ 保 持  
ワ イ ヤ ー ２ ２ Ａ ～ ２ ２ Ｃ を 省 略 し て い る 。 第 １ ～ 第 ３ 変 換 手 段 ２ ０ Ａ ～ ２ ０ Ｃ は 、 そ れ ぞ  
れ 、 独 立 し て 操 作 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 大 腸 ス テ ン ト ２ の 第 １ ～ 第 ３ ス テ ン ト 部 分 ２ Ａ  
～ ２ Ｃ の う ち 、 拡 張 す べ き ス テ ン ト 部 分 （ 例 え ば 、 第 １ ス テ ン ト 部 分 ２ Ａ 等 ） の 拡 張 を 、  
留 置 状 態 等 を 確 認 し な が ら 柔 軟 に 制 御 で き る よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ に 隣 り 合 う 第 ２ ガ イ ド リ ブ ３ ２ は 、 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ に  
対 し て 、 チ ュ ー ブ 取 付 部 ４ ０ の 中 心 Ｏ を 回 転 中 心 と し て 、 周 方 向 に 沿 っ て 時 計 回 り に ４ ５  
° 変 位 し て い る 。 ま た 、 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ の ２ つ 隣 に あ る 第 ３ ガ イ ド リ ブ ３ ３ は 、 第 １  
ガ イ ド リ ブ ３ １ に 対 し て 、 チ ュ ー ブ 取 付 部 ４ ０ の 中 心 Ｏ を 回 転 中 心 と し て 、 周 方 向 に 沿 っ  
て 時 計 回 り に ９ ０ ° 変 位 し て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 チ ュ ー ブ 取 付 部 ４ ０ が 偏 心 し て 配 置 さ れ て い る 偏 心 タ イ プ の ガ イ ド リ ブ ３ ０ を イ ン ナ ー  
チ ュ ー ブ １ ２ に 装 着 し 、 シ ー ス １ １ 内 に 収 容 す る 場 合 、 シ ー ス １ １ に 対 す る ガ イ ド リ ブ ３  
０ の 圧 接 力 は 、 軸 方 向 か ら 見 た と き に 、 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ １ ２ か ら 最 も 離 れ て い る 点 Ｐ で  
最 大 と な る 。 つ ま り 、 ガ イ ド リ ブ ３ ０ の 点 Ｐ に お い て 、 シ ー ス １ １ と の 摩 擦 力 が 最 大 と な  
る 。 ま た 、 ガ イ ド リ ブ ３ ０ に お い て 、 ガ イ ド 部 ５ ０ が 設 け ら れ て い る 部 分 が イ ン ナ ー チ ュ  
ー ブ １ ２ か ら 突 出 し て お り 、 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ １ ２ に 装 着 さ れ る 大 腸 ス テ ン ト ２ と 係 合 す  
る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 ２ 変 換 手 段 ２ ０ Ｂ は 、 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ の 中 ガ イ ド 部 ５ １ Ｍ 及 び 第 ２ ガ イ ド リ ブ ３  
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２ の 左 ガ イ ド 部 ５ ２ Ｌ に 挿 通 さ れ る 。 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ の 中 ガ イ ド 部 ５ １ Ｍ 及 び 第 ２ ガ  
イ ド リ ブ ３ ２ の 左 ガ イ ド 部 ５ ２ Ｌ は 軸 方 向 に 重 な っ て い る の で 、 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ 及 び  
第 ２ ガ イ ド リ ブ ３ ２ か ら 第 ２ 変 換 手 段 ２ ０ Ｂ を 抜 去 す る 操 作 を 滑 ら か に 行 う こ と が で き る  
。 ま た 、 第 ２ 変 換 手 段 ２ ０ Ｂ を 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ 及 び 第 ２ ガ イ ド リ ブ ３ ２ に 容 易 に 挿 通  
す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ３ ガ イ ド リ ブ ３ ３ に お い て 、 第 ２ ガ イ ド リ ブ ３ ２ の 左 ガ イ ド  
部 ５ ２ Ｌ に 対 応 す る 部 分 は 閉 塞 さ れ て い る の で 、 第 ２ 変 換 手 段 ２ ０ Ｂ を 挿 通 す る 際 の 誤 操  
作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 ３ 変 換 手 段 ２ ０ Ｃ は 、 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ の 右 ガ イ ド 部 ５ １ Ｒ 、 第 ２ ガ イ ド リ ブ ３ ２  
の 中 ガ イ ド 部 ５ ２ Ｍ 、 及 び 第 ３ ガ イ ド リ ブ ３ ３ の 左 ガ イ ド 部 ５ ３ Ｌ に 挿 通 さ れ る 。 第 １ ガ  
イ ド リ ブ ３ １ の 右 ガ イ ド 部 ５ １ Ｒ 、 第 ２ ガ イ ド リ ブ ３ ２ の 中 ガ イ ド 部 ５ ２ Ｍ 、 及 び 第 ３ ガ  
イ ド リ ブ ３ ３ の 左 ガ イ ド 部 ５ ３ Ｌ は 軸 方 向 に 重 な っ て い る の で 、 第 １ ～ 第 ３ ガ イ ド リ ブ ３  
１ ～ ３ ３ か ら 第 ３ 変 換 手 段 ２ ０ Ｃ を 抜 去 す る 操 作 を 滑 ら か に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 第  
３ 変 換 手 段 ２ ０ Ｃ を 第 １ ～ 第 ３ ガ イ ド リ ブ ３ １ ～ ３ ３ に 容 易 に 挿 通 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 例 え ば 、 第 ２ 操 作 部 １ ４ の 引 抜 き 操 作 部 １ ４ ２ の 操 作 に 基 づ い て 、 第 １ 保 持 ワ イ  
ヤ ー ２ ２ Ａ を 引 き 抜 き 、 第 １ 変 換 手 段 ２ ０ Ａ に よ る 大 腸 ス テ ン ト ２ の 第 １ ス テ ン ト 部 分 ２  
Ａ の 拘 束 を 解 除 し 、 解 放 す る 。 第 １ ス テ ン ト 部 分 ２ Ａ だ け が 拡 張 状 態 へ と 移 行 す る （ 図 ７  
Ｃ 参 照 ） 。 こ の と き 、 第 ２ ス テ ン ト 部 分 ２ Ｂ 及 び 第 ３ ス テ ン ト 部 分 ２ Ｃ は 、 第 ２ 変 換 手 段  
２ ０ Ｂ 及 び 第 ３ 変 換 手 段 ２ ０ Ｃ に よ り 収 縮 状 態 の ま ま 維 持 さ れ る 。 第 １ 拘 束 紐 ２ １ Ａ は 、  
適 宜 引 き 抜 か れ て 回 収 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 カ テ ー テ ル １ に お い て 、 第 １ ～ 第 ３ ガ イ ド リ ブ ３ １ ～ ３ ３ （ 複 数 の ガ イ ド リ ブ ）  
の う ち の 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ （ 一 の ガ イ ド リ ブ ） は 左 ガ イ ド 部 ５ １ Ｌ 、 中 ガ イ ド 部 ５ １ Ｍ  
、 右 ガ イ ド 部 ５ １ Ｒ （ 複 数 の ガ イ ド 部 ） を 有 し 、 第 ２ ガ イ ド リ ブ ３ ２ 及 び 第 ３ ガ イ ド リ ブ  
３ ３ （ 他 の ガ イ ド リ ブ ） は 、 左 ガ イ ド 部 ５ １ Ｌ 、 中 ガ イ ド 部 ５ １ Ｍ 、 右 ガ イ ド 部 ５ １ Ｒ （  
一 の ガ イ ド リ ブ の 複 数 の ガ イ ド 部 ） の 相 対 的 な 位 置 関 係 に 基 づ い て 、 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １  
に 対 す る 周 方 向 の 変 位 角 が 規 定 さ れ て い る 。 第 ２ ガ イ ド リ ブ ３ ２ （ 一 の ガ イ ド リ ブ ） に 対  
す る 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ 及 び 第 ３ ガ イ ド リ ブ ３ ３ （ 他 の ガ イ ド リ ブ ） の 変 位 角 、 第 ３ ガ イ  
ド リ ブ ３ ３ （ 一 の ガ イ ド リ ブ ） に 対 す る 第 １ ガ イ ド リ ブ ３ １ 及 び 第 ２ ガ イ ド リ ブ ３ ２ （ 他  
の ガ イ ド リ ブ ） の 変 位 角 に つ い て も 、 同 様 で あ る 。 こ れ に よ り 、 拘 束 紐 ２ １ 及 び 保 持 ワ イ  
ヤ ー ２ ２ の 組 か ら な る 複 数 の 変 換 手 段 ２ ０ の 挿 通 態 様 に 応 じ て 、 例 え ば 、 複 数 の 変 換 手 段  
２ ０ が 互 い に 干 渉 し な い よ う に 、 第 １ ～ 第 ３ ガ イ ド リ ブ ３ １ ～ ３ ３ の 姿 勢 を 容 易 に 決 定 す  
る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 例 え ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 独 立 し た 構 成 の 第 １ ～ 第 ３ 変 換 手 段 ２ ０ Ａ ～ ２ ０  
Ｃ を 設 け る よ う に し た が 、 一 例 で あ っ て こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 拘 束 紐 ２ １ や 保 持  
ワ イ ヤ ー ２ ２ を 共 通 し て 用 い る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 拘 束 紐 ２ １ や 保 持 ワ イ ヤ ー ２  
２ の 形 状 や 長 さ 等 を 調 整 し て 、 動 作 量 や 動 作 態 様 に 応 じ て 大 腸 ス テ ン ト ２ が 所 定 の 順 に 解  
放 さ れ る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 変 換 手 段 の 数 は 、 一 例 で あ っ て こ れ に 限 ら れ る も の  
で は な く 、 少 な く と も １ つ 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ５ 】
　 図 １ ０ に 示 す 例 で は 、 拘 束 紐 ２ １ ＿ ２ は 、 大 腸 ス テ ン ト ２ ＿ ２ の 一 部 分 （ 例 え ば 、 図 １  
３ Ｂ に 示 す 第 ３ ス テ ン ト 部 分 ２ Ｃ ＿ ２ 等 ） の 外 周 面 に 、 例 え ば 、 一 回 転 ご と に 屈 曲 し て 巻  
回 方 向 が 逆 向 き と な る よ う に 巻 回 さ れ て い る 。 一 方 、 保 持 ワ イ ヤ ー ２ ２ ＿ ２ は 、 大 腸 ス テ  
ン ト ２ ＿ ２ の 軸 方 向 に 沿 う よ う に 配 置 さ れ 、 拘 束 紐 ２ １ ＿ ２ に 形 成 さ れ た 屈 曲 部 Ｂ と 係 合  
し て い る 。 す な わ ち 、 拘 束 紐 ２ １ ＿ ２ は 、 そ れ 自 体 で は 巻 回 状 態 を 保 持 で き な い 態 様 で 巻  
回 さ れ て お り 、 保 持 ワ イ ヤ ー ２ ２ ＿ ２ と 係 合 す る こ と に よ っ て 脱 落 不 能 に 保 持 さ れ て い る  
。 し た が っ て 、 拘 束 紐 ２ １ ＿ ２ と 保 持 ワ イ ヤ ー ２ ２ ＿ ２ と の 係 合 が 解 除 さ れ る と 、 拘 束 紐  
２ １ ＿ ２ は 、 大 腸 ス テ ン ト ２ ＿ ２ か ら 自 然 に 脱 落 す る 。 そ の 結 果 、 大 腸 ス テ ン ト ２ ＿ ２ の  
一 部 分 は 、 収 縮 状 態 か ら 解 放 さ れ 拡 張 状 態 に 移 行 す る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 １ ３ Ａ 、 図 １ ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 大 腸 ス テ ン ト ２ ＿ ２ を 軸 方 向 に お い て ３ つ に 区 画 し  
た 第 １ ス テ ン ト 部 分 ２ Ａ ＿ ２ ～ 第 ３ ス テ ン ト 部 分 ２ Ｃ ＿ ２ に 対 応 し て 、 第 １ ～ 第 ３ 変 換 手  
段 ２ ０ Ａ ＿ ２ ～ ２ ０ Ｃ ＿ ２ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ ス テ ン ト 部 分 ２ Ａ ＿ ２ は 最 も 近 位 側 Ｓ  
１ に 位 置 す る 部 分 、 第 ３ ス テ ン ト 部 分 ２ Ｃ ＿ ２ は 最 も 遠 位 側 Ｓ ２ に 位 置 す る 部 分 、 第 ２ ス  
テ ン ト 部 分 ２ Ｂ ＿ ２ は 第 １ ス テ ン ト 部 分 ２ Ａ ＿ ２ と 第 ３ ス テ ン ト 部 分 ２ Ｃ ＿ ２ の 間 の 部 分  
で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ６ 】
　 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ の 第 ２ 屈 曲 部 ６ ４ ２ の 内 側 に 、 当 該 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ に 隣 り  
合 う 仮 止 め 用 屈 曲 部 形 成 部 ６ ３ の 仮 止 め 用 屈 曲 部 ６ ４ ３ が 通 さ れ る こ と で 、 仮 止 め 部 ６ ５  
３ が 形 成 さ れ る 。 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ 及 び 仮 止 め 部 ６ ５ ３ が 軸 方 向 に 重 な っ て 配 置 さ れ る こ  
と に よ り 、 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ が 単 体 で 配 置 さ れ る 場 合 に 比 較 し て 、 拘 束 紐 ６ ０ は 解 か れ に  
く く な る 。 大 腸 ス テ ン ト ２ の 遠 位 側 Ｓ ２ の 端 部 に 仮 止 め 部 ６ ５ ３ を 設 け る こ と で 、 大 腸 ス  
テ ン ト ２ の 中 央 部 を 形 成 し て い く と き の 拘 束 紐 ６ ０ の ず れ を 防 止 で き 、 拘 束 作 業 を ス ム ー  
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ズ に 進 め る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ７ 】
　 図 ２ ０ Ａ に 示 す よ う に 、 仮 止 め 部 ６ ５ ３ を 形 成 し た 仮 止 め 用 屈 曲 部 形 成 部 ６ ３ は 、 第 ２  
屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ と し て 近 位 側 Ｓ １ に 引 き 出 さ れ 、 大 腸 ス テ ン ト ２ の 中 央 部 を 拘 束 す る の  
に 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 遠 位 側 Ｓ ２ の 仮 止 め 部 ６ ５ ３ か ら 引 き 出 さ れ た 第 ２ 屈 曲 部 形 成  
部 ６ ２ の 第 ２ 屈 曲 部 ６ ４ ２ （ 仮 止 め 部 ６ ５ ３ を 形 成 す る 際 の 仮 止 め 用 屈 曲 部 ６ ４ ３ と 同 じ  
） の 内 側 に 、 当 該 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ と 軸 方 向 に 隣 り 合 い 、 第 １ の 巻 回 方 向 に 巻 回 さ れ  
た 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 ６ １ の 第 １ 屈 曲 部 ６ ４ １ が 通 さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ 屈 曲 部 ６ ４ ２ に 通  
さ れ た 第 １ 屈 曲 部 ６ ４ １ が 近 位 側 Ｓ １ に 牽 引 さ れ る こ と で 、 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ が 縛 り  
上 げ ら れ 、 第 ２ 締 結 部 ６ ５ ２ が 形 成 さ れ る （ 図 ２ ０ Ｂ 参 照 ） 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ８ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ８ ３ 】
　 な お 、 図 １ ７ Ａ 等 に 示 す 例 で は 、 第 ２ 締 結 部 ６ ５ ２ が 大 腸 ス テ ン ト ２ の 中 央 部 を 拘 束 す  
る 最 初 の 締 結 部 と な っ て い る が 、 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ が 最 初 の 締 結 部 と な っ て も よ い 。 例 え  
ば 、 大 腸 ス テ ン ト ２ の 遠 位 側 Ｓ ２ の 端 部 に お い て 、 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ 及 び 第 ２ 締 結 部 ６ ５  
２ を 形 成 し た 後 、 第 ２ 締 結 部 ６ ５ ２ を 形 成 し た 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 ６ １ に 隣 り 合 う 仮 止 め 用  
屈 曲 部 形 成 部 ６ ３ を 、 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 ６ １ と 同 じ 第 １ の 巻 回 方 向 に 巻 回 し て 、 第 １ 屈 曲  
部 形 成 部 ６ １ に よ り 形 成 さ れ た 第 １ 屈 曲 部 ６ ４ １ の 内 側 に 、 仮 止 め 用 屈 曲 部 形 成 部 ６ ３ に  
よ り 形 成 さ れ た 仮 止 め 用 屈 曲 部 ６ ４ ３ が 通 さ れ る こ と で 、 仮 止 め 部 ６ ５ ３ が 形 成 さ れ て も  
よ い 。 こ の 場 合 、 仮 止 め 部 ６ ５ ３ を 形 成 し た 仮 止 め 用 屈 曲 部 形 成 部 ６ ３ は 、 第 １ 屈 曲 部 形  
成 部 ６ １ と し て 近 位 側 Ｓ １ に 引 き 出 さ れ る の で 、 当 該 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 ６ １ と 軸 方 向 に 隣  
り 合 う 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ に よ り 形 成 さ れ た 第 ２ 屈 曲 部 ６ ４ ２ が 通 さ れ て 形 成 さ れ る 第  
１ 締 結 部 ６ ５ １ が 大 腸 ス テ ン ト ２ の 中 央 部 を 拘 束 す る 最 初 の 締 結 部 と な る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ８ ６ 】
　 す な わ ち 、 大 腸 ス テ ン ト ２ （ 管 状 留 置 具 ） を 収 縮 状 態 に 維 持 す る 線 状 部 材 は 、 １ 本 の 拘  
束 紐 ６ ０ で 構 成 さ れ 、 拘 束 紐 ６ ０ は 、 大 腸 ス テ ン ト ２ の 周 面 部 に 第 １ の 巻 回 方 向 に 沿 っ て  
配 置 さ れ る 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 ６ １ と 、 前 記 周 面 部 に 第 １ の 巻 回 方 向 と 逆 方 向 の 第 ２ の 巻 回  
方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ と を 、 当 該 拘 束 紐 ６ ０ の 一 端 側 か ら 他 端 側  
に 軸 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 複 数 有 す る 。 複 数 の 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 ６ １ の う ち 、 一 の 第 １ 屈 曲  
部 形 成 部 ６ １ に よ り 形 成 さ れ た 第 １ 屈 曲 部 ６ ４ １ の 内 側 に 、 当 該 一 の 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 ６  
１ と 軸 方 向 に 隣 り 合 う 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ に よ り 形 成 さ れ た 第 ２ 屈 曲 部 ６ ４ ２ が 通 さ れ  
る こ と で 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ が 形 成 さ れ 、 複 数 の 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ の う ち 、 一 の 第 ２ 屈  
曲 部 形 成 部 ６ ２ に よ り 形 成 さ れ た 第 ２ 屈 曲 部 ６ ４ ２ の 内 側 に 、 当 該 一 の 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部  
６ ２ と 軸 方 向 に 隣 り 合 う 第 １ 屈 曲 部 形 成 部 ６ １ に よ り 形 成 さ れ た 第 １ 屈 曲 部 ６ ４ １ が 通 さ  
れ る こ と で 第 ２ 締 結 部 ６ ５ ２ が 形 成 さ れ る 。 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ 及 び 第 ２ 締 結 部 ６ ５ ２ が 軸  
方 向 に 沿 っ て 交 互 に 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 大 腸 ス テ ン ト ２ を 拘 束 す る 主 拘 束 部 ６ ５ が 形  
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成 さ れ 、 拘 束 紐 ６ ０ の 一 端 又 は 他 端 が 軸 方 向 に 沿 っ て 牽 引 さ れ る こ と で 、 主 拘 束 部 ６ ５ に  
配 置 さ れ た 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ 及 び 第 ２ 締 結 部 ６ ５ ２ が 順 次 解 放 さ れ 、 大 腸 ス テ ン ト ２ の 拘  
束 が 解 除 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ８ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ８ ７ 】
　 ま た 、 拘 束 紐 ６ ０ は 、 第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ と 軸 方 向 に 隣 り 合 い 、 第 ２ の 巻 回 方 向 に 沿  
っ て 配 置 さ れ る 仮 止 め 用 屈 曲 部 形 成 部 ６ ３ を 有 し 、 大 腸 ス テ ン ト ２ （ 管 状 留 置 具 ） に お け  
る 軸 方 向 の 両 端 部 の う ち 、 少 な く と も 一 方 の 端 部 に お い て 、 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ を 形 成 し た  
第 ２ 屈 曲 部 形 成 部 ６ ２ の 第 ２ 屈 曲 部 ６ ４ ２ の 内 側 に 、 仮 止 め 用 屈 曲 部 形 成 部 ６ ３ の 仮 止 め  
用 屈 曲 部 ６ ４ ３ が 通 さ れ る こ と で 仮 止 め 部 ６ ５ ３ が 形 成 さ れ る 。 拘 束 紐 ６ ０ の 一 端 又 は 他  
端 が 軸 方 向 に 沿 っ て 牽 引 さ れ る こ と で 、 仮 止 め 部 ６ ５ ３ 、 ６ ５ ４ が 解 放 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ８ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ８ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ 及 び 第 ２ 締 結 部 ６ ５ ２ が 大 腸 ス テ ン ト ２ の 軸 方 向  
か ら 見 て 径 方 向 に 対 向 す る 位 置 （ 略 １ ８ ０ ° 回 転 し た 位 置 ） に 形 成 さ れ る こ と で 、 拘 束 紐  
６ ０ を 牽 引 す る こ と に よ り 、 大 腸 ス テ ン ト ２ の 第 １ 締 結 部 ６ ５ １ が 形 成 さ れ て い る 側 （ 第  
１ 側 ） と 第 ２ 締 結 部 ６ ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 側 （ 第 ２ 側 ） と を 交 互 に 展 開 （ 拡 張 ） さ せ る  
こ と が で き る 。 こ の た め 、 狭 窄 部 等 か ら 大 腸 ス テ ン ト ２ に 加 わ る 反 力 が 第 ２ 側 と 第 １ 側 と  
に 交 互 に 代 わ る こ と と な る 。 し た が っ て 、 反 力 の 方 向 が 一 定 の 場 合 と 比 較 し て 、 大 腸 ス テ  
ン ト ２ の 留 置 目 標 位 置 に 対 し て 、 拡 張 時 の 大 腸 ス テ ン ト ２ の 位 置 ズ レ が 生 じ る こ と を 抑 制  
で き る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ６ 】
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